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（
一
）
第
二
次
世
界
大
戦
前

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
と
日
本
の
医
学
と
の
交
流
の
歴
史
は
永

く
、
特
に
病
理
学
の
ア
シ
ョ
ッ
フ
教
室
で
研
讃
を
つ
ん
だ
門
下
生

か
ら
は
、
多
く
の
逸
材
が
輩
出
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

北
海
道
大
学
医
学
部
が
設
立
さ
れ
た
の
は
大
正
九
年
（
一
九
二

○
）
で
当
時
は
北
海
道
帝
国
大
学
と
よ
ば
れ
、
翌
年
（
一
九
二
二

に
産
婦
人
科
の
大
野
精
七
が
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
の
病
理
学
教
室

の
ア
シ
ョ
ッ
フ
教
授
の
も
と
に
留
学
し
た
。
以
後
八
十
年
あ
ま
り

の
歴
史
の
間
に
十
人
の
留
学
生
が
研
讃
を
積
ん
で
い
る
が
、
今
回

は
産
婦
人
科
・
新
生
児
領
域
に
お
け
る
交
流
に
つ
い
て
考
察
を
加

え
た
い
・

大
野
の
テ
ー
マ
は
発
癌
に
関
す
る
動
物
実
験
で
あ
っ
た
。
鶏
を

2

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
と
北
海
道
大
学
医
学

部
と
の
産
婦
人
科
・
新
生
児
領
域
に
お
け

る
交
流
の
歴
史

鈴
木
重
統
・
宮
下
舜
一

（
二
）
第
二
次
世
界
大
戦
後

北
大
小
児
科
の
吉
岡
一
が
昭
和
三
二
年
（
一
九
五
七
）
ケ
ラ
ー

教
授
の
も
と
に
新
生
児
学
を
学
ぶ
た
め
に
留
学
し
、
同
僚
の
キ
ュ

使
い
、
発
癌
性
炭
化
水
素
で
卵
管
を
通
気
す
る
こ
と
で
、
卵
管
の

癌
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
に
彼
は
成
功
し
た
。
帰
国
後
一
九
二
四
年

に
大
野
精
七
は
北
海
道
帝
国
大
学
産
婦
人
科
の
初
代
教
授
と
な

る
。

同
じ
一
九
二
四
年
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
の
ア
シ
ョ
ッ
フ
教
授
が

大
野
精
七
教
授
を
札
幌
に
訪
ね
ら
れ
北
大
で
講
演
さ
れ
た
後
、
宿

舎
の
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
「
北
大
は
最
も
新
し
い
帝
国
大
学
。
北

海
道
の
ア
イ
ヌ
村
を
見
学
す
る
の
は
楽
し
み
」
と
日
記
に
記
し
て

い
る
。教

授
就
任
後
の
大
野
は
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
の
成
果
を
発
展
さ

せ
て
、
子
宮
と
卵
巣
を
共
に
摘
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
成
熟
婦

人
の
胸
に
卵
巣
を
移
植
す
る
こ
と
で
、
更
年
期
の
卵
巣
欠
落
症
状

が
阻
止
さ
れ
う
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
こ
れ
は
現
在
の
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
療
法
が
定
着
す
る
ま
で
の
臨
床
的
に
意
義
の
あ
る
方
法
で
あ

っ
た
。
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ン
ツ
ア
ー
教
授
と
知
り
合
う
よ
う
に
な
る
。
キ
ュ
ン
ッ
ア
ー
は
血

液
学
が
専
門
で
あ
り
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
療
法
の
権
威
で
も
あ
っ
た
。

ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
は
、
一
九
三
六
年
、
当
時
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
フ

ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
に
留
学
し
て
い
た
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ダ
ム
が
発

見
し
、
の
ち
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
う
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
フ
ラ
イ

ブ
ル
ク
大
学
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
発
祥
の
地
で
あ
り
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
の

研
究
が
き
わ
め
て
盛
ん
で
あ
る
。

そ
の
後
の
交
流
の
絆
を
深
め
た
の
は
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
新
生
児

科
の
ズ
ー
ト
ア
教
授
と
北
大
産
婦
人
科
の
鈴
木
重
統
（
の
ち
北
大

医
短
大
部
）
と
の
交
流
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
一
九
七
八
年
頃
か
ら
世
界
的
に
発
生
し
た
原
因
不

明
の
新
生
児
・
早
期
乳
幼
児
頭
蓋
内
出
血
の
原
因
を
解
明
す
る
た

め
、
日
独
の
新
生
児
出
血
に
関
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
毎

年
日
独
両
国
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、
母
乳
栄
養
児
に
多
発
す
る
こ
と
（
母
乳
は
ビ
タ
ミ

ン
Ｋ
の
含
量
が
乏
し
い
）
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
投
与
で
改
善
す
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
欠
乏
に
よ
る
も
の
と
そ
の
病
態
を
解
明

し
、
二
○
○
○
年
ま
で
に
発
祥
時
の
十
分
の
一
に
減
少
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
し
、
そ
の
予
防
法
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
も
出
来
た
。

具
体
的
に
共
通
し
て
い
る
点
は
出
生
直
後
、
生
後
五
日
目
、
生

後
一
ヶ
月
目
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
シ
ロ
ッ
プ
を
児
に
投
与
し
、
生
後
五

日
目
、
一
ヶ
月
後
に
プ
ロ
ト
ロ
ン
ビ
ン
値
（
日
本
で
は
ヘ
パ
プ
ラ

ス
チ
ン
テ
ス
ト
）
に
よ
っ
て
そ
の
予
後
を
検
索
し
、
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

（
三
）
要
約

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
と
北
大
医
学
部
の
産
婦
人
科
・
新
生
児
領

域
の
交
流
の
歴
史
と
そ
の
意
義
を
の
べ
た
。
温
故
知
新
は
勿
論
大

切
で
あ
る
が
、
大
学
の
使
命
は
学
問
の
創
造
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

む
し
ろ
温
故
創
新
を
心
が
け
二
十
一
世
紀
の
発
展
を
期
し
た
い
。

（
北
海
道
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
）

２（
宮
下
産
婦
人
科
医
院
）


